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研究成果の概要（和文）：本研究では，サプライ・チェインにおけるリスク管理のための最適化モデルを作成した．開
発した最適化モデルは，以下の通りである．１）経済発注量モデル，２）在庫方策最適化モデル，３）安全在庫配置モ
デル，４）ロジスティクス・ネットワーク設計モデル，５）ロットサイズ決定モデル，６）配送計画モデル，７）収益
管理（動的価格付け）モデル．

研究成果の概要（英文）：We have developed several optimization models for risk management of supply 
chain. The developed optimization models are: 1) economic ordering quantity model, 2) inventory policy 
optimization model, 3) safety stock allocation model, 4) logistics network design model, 5) lot-sizing 
model, 6) vehicle routing model, 7) revenue management (dynamic pricing) model.

研究分野： サプライ・チェイン最適化
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１．研究開始当初の背景 
世界経済のグローバル化が進むなか、国際分
業の進展とともにアジアの急速な経済成長
など国際物流はまずまず活発化している。 
 
２．研究の目的 
近年、経済のグローバル化が進展する中、現
在のサプライ•チェインにおいては、工場、
倉庫、消費地などの各拠点が、国をまたがっ
ている場合が多い。このような場合、拠点間
の物資の移動において効率性だけでなく、
様々な不確実性に対応することもリスク•マ
ネジメントの観点から重要である。そこで本
研究では、サプライ•チェイン途絶を考慮し
た拠点配置、安全在庫配置、船舶スケジュー
リングなどのサプライ•チェイン最適化に関
するモデルを開発することで、サプライ•チ
ェインにおけるリスク•マネジメントの理論
体系を構築し、実務的対応への指針となるこ
とを目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究では、まず、サプライ•チェインを対
象としたリスク•マネジメントの現状調査を
行い、データの収集を行う。そして、長期的
から短期的まで様々なリスク要因によって
引き起こされるサプライ•チェイン途絶を考
慮するため、「不確実性を考慮した需要と供
給の変化に対応した施設配置モデル」、「部品
供給の不確実性を考慮した安全配置モデル」、
「不確実性を考慮したロバストな船舶スケ
ジューリングモデル」という三つのサプライ
•チェイン最適化に関するモデルを開発する。
これらのモデルを用いた分析の検証を行う
ことで、サプライ•チェイン途絶に対して有
効な数理モデルを提案する。 
 
４．研究成果 
本研究では、地震災害を想定した定量的なリ
スク指標を目的関数にした施設配置モデル
を構築した。事例として、三陸地方での水産
流通における最適配置と輸送環境評価を行
った。また、国際的なリスク要因として懸念
されているソマリア周辺海域での海賊活動
に対して空間解析を行った。具体的には 2005
年から 2013 年までの海賊事案を地図上に示
し、集計分析とカーネル密度推定法による空
間平滑化を行うことで、海賊出没位置の推移
について分析を行った。 
   人道支援ロジスティクスにおける最適化
モデルに対して、確率的な事象を扱うことの
できる汎用的なモデルを構築した。具体的に
は、2 段階の確率計画を用い、災害の前に行
う準備活動•予防活動と、災害発生後な行う
応答行動とを自然にモデル化できる数理計
画モデルを構築した。また、それらのモデル
を安全在庫配置ロジスティクス設計モデル
に適用し、その特性に関する知見を得るため
の数値実験を実施した。また、輸送環境の悪
化具合。測定する試みとして、位置情報と加

速度センサーを用いて走行する乗用車の衝
撃度を計測する実験を行った。 
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